





























　原審の大阪高裁平成 20 年 12 月 11 日判決
は、募金総額を被害額と認定し、詐欺（刑法





















































































大審院明治 44 年 10 月 26 日判決（5）、②名古
屋高裁昭和 34 年 4 月 22 日判決（6）、③東京
高裁昭和 35 年 1 月 27 日判決（7）、及び、④



















































































































































































































































































































































（1）刑集 64 巻 2 号 111 頁。
（2）過去に、寄付金横領の事案として、大
判大正 12 年 5 月 18 日刑集 2 巻 419 頁が
あり、共同募金横領の事案としては、広
島高判昭和 31 年 2 月 18 日裁特 3 巻 6 号
216 頁がある。











警察研究 63 巻 4 号（平 4）27 頁以下、
山口厚・問題探求刑法各論（平 11）162
頁以下、同・刑法各論（第 2 版・平 22）
267 頁以下がある。さらに、橋爪隆「詐
欺罪（下）」法教 294 号（平 17）九四頁
以下、松宮孝明・刑法各論講義（第 2 版・
平 20）249 頁。
（5）刑録 17 輯 1769 頁
（6）高刑集 12 巻 6 号 565 頁。
（7） 東京高裁判決時報（刑事）11 巻 1 号 3 頁。









資料第 51 号）（昭 27 年）1 頁、大塚仁・
注解刑法（増補第 2 版・昭 52）361 頁、
虫明満「連続一罪の構成（1・2 完）」
名大法政論集 73・74 号（昭 53）、大塚
仁ほか編・大コンメンタール刑法（第
2 版・平 11）367 頁以下［中谷雄二郎］
参照。
（11）例えば、①の判決後に出された大連判






















同「 裁 判（3）」 法 教 270 号（ 平 15）
103 頁以下を参照されたい。
（18）下級審判例として、広島高判昭和 28 年
2 月 25 日高集 6 巻 2 号 206 頁がある。
（19）平野龍一・刑法総論Ⅱ（昭 50）418 頁、
藤永孝治ほか編・大コンメンタール刑




法第 3 巻（新版・平 8）487 頁［臼井滋夫］、
松尾浩也監修・条解刑事訴訟法（第 4 版・







その着手（1）・（2・完）」産法 22 巻 1




における犯罪の個数 ―最高裁平成 22 年 3 月
17 日第二小法廷決定 裁判所時報 1504 号 6
頁 ―」阪大法学  60 巻 2 号 （平成 22 年 7 月）
187 頁以下に若干の修正・加筆を行ったもの
である。紙幅の制約上、旧稿発表後に接した
文献の検討は、別の機会に行うことにしたい。
